
であり、これらの寄

あり、熱伝導性の高い無機フィラーとの複合化が、高

分子材料の高熱伝導化には必要である。

フィラーを配合した複合材料の熱伝導率は、フィラ

ーの熱伝導率や体積分率に大きく影響される。複合材
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積化が大きく進み、電子機器の発熱対策が必要となっ
てきている。そのため、軽量で成形加工性に優れる高
分子材料を高熱伝導化するニーズはますます高まって
いる。
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